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岡
支
所
松
永
安
博
さ
ん
が
賞
状
並
び
に

賞
品
を
尾
形
組
合
長
よ
り
受
け
取
ら

れ
、併
せ
て
全
酪
連
、全
畜
連
、北
九
州

く
み
あ
い
飼
料
か
ら
の
副
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
の「
食
の
安
心
・
安

全
」へ
向
け
た
、な
お
一
層
の
乳
質
向
上
へ

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
・
細
菌
発
育
抑
制
物
質
及
び
そ
の
他

の
乳
質
に
よ
り
廃
棄
処
理
の
原
因
者
で

な
い
組
合
員
と
な
り
ま
す
。

　
表
彰
は
、基
準
を
満
た
し
た
組
合
員
の

中
か
ら
配
点
審
査
し
、最
優
秀
賞
一
名
、優

秀
賞
十
四
名
、優
良
賞
五
十
五
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
最
優
秀
賞
の
福

施
す
る
定
期
検
査
に
お
い
て
、全
て
の
検

査
項
目（
乳
脂
肪
分
率
・
無
脂
乳
固
形

分
率
・
体
細
胞
数
・
細
菌
数
）の
検
査
結

果
が
一
年
間
全
て
基
準
を
満
た
し
、か
つ

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
単
位
の
規
制
で
異
物
混

　
第
十
二
回
通
常
総
会
に
於
い
て
、平

成
三
十
年
度
乳
質
優
良
者
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
乳
質
優
良
者
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表

彰
基
準
は
、バ
ル
ク
単
位
で
毎
月
二
回
実

け
な
が
ら
も
、「
福
岡
県
酪
農
ビ
ジ
ョ
ン
」

提
言
の
具
体
化
を
組
合
員
の
経
営
支
援

の
基
本
と
し
、三
ヵ
年
計
画
の
重
点
実
施

事
項
と
併
せ
、各
事
業
の
取
り
組
み
を

行
い
、以
下
の
と
お
り
の
事
業
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、第
四
次
三
ヵ
年
計
画

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
い
状
況
下
で
の
計
画
と
な
り

ま
す
が
、生
乳
出
荷
乳
量
七
五
，〇
〇
〇

ト
ン
、購
買
供
給
数
量
五
〇
，五
〇
二
ト

ン
、を
中
心
に
置
き
、ま
た
、「
福
岡
県
酪

農
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
た
目
標
に
向
か
い
、

酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
に
対
応
で
き
る

足
腰
の
強
い
酪
農
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
役
職
員
一
同

業
務
に
邁
進
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、家
族

型
酪
農
経
営
に
焦
点
を
当
て
た「
全
国

酪
農
民
大
会
」が
開
催
さ
れ
、乳
価
値
上

げ
へ
の
期
待
感
が
高
ま
る
中
、指
定
団
体

に
よ
る
乳
価
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
、飲
用
向
け
と
発
酵
乳
向
け
生

乳
を
対
象
に
四
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま

す
が
、期
待
し
た
改
定
額
に
は
達
せ
ず
不

満
が
残
る
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
、乳

用
初
妊
牛
価
格
の
高
騰
や
配
合
飼
料
の

高
止
ま
り
状
況
が
続
く
中
、高
齢
化
等

に
よ
る
酪
農
経
営
か
ら
の
離
脱
と
乳
牛

飼
養
頭
数
の
減
少
等
が
事
業
実
績
に
も

打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、課
題
で
あ
る
乳
用
後
継
牛
確

保
に
つ
い
て
は
、開
設
か
ら
二
年
目
と
な

る
組
合
直
営
の
畜
産
支
援
牧
場
及
び
雌

雄
判
別
精
液
や
受
精
卵
の
活
用
推
進
な

ど
関
連
す
る
対
策
の
継
続
な
ど
に
よ
り
、

未
経
産
牛
頭
数
の
減
少
率
は
鈍
化
し
ま

し
た
。

　
組
合
は
、こ
の
様
な
社
会
的
環
境
や

酪
農
情
勢
に
よ
り
多
大
な
る
影
響
を
受

　
去
る
六
月
二
十
七
日（
木
）「
筑
紫
野

市
文
化
会
館
」に
お
い
て
、ふ
く
お
か
県

酪
農
業
協
同
組
合
の
第
十
二
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、尾
形
文
清
組
合
長
の
挨
拶
、来

賓
挨
拶
に
続
き
、内
堀
誠
氏(

久
留
米
支

所)

を
議
長
に
選
任
し
、第
一
号
議
案
か
ら

第
七
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
は
甚
大
な
自
然
災
害

の
頻
発
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。西

日
本
を
中
心
と
し
た
七
月
の
豪
雨
、九

月
に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、ま
た

相
次
ぐ
台
風
な
ど
多
く
の
天
災
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
乳
業
界
は
、改
正
後
の「
畜
産
経

営
の
安
定
に
関
す
る
法
律（
畜
安
法
）」

に
基
づ
く
制
度
運
用
の
初
年
度
と
な
り

ま
し
た
。九
州
で
は
生
乳
の
需
給
状
況
に

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、一
部

地
域
に
お
い
て
は
、生
乳
が
不
足
す
る
夏

場
に
公
正
な
ル
ー
ル
が
通
用
し
な
い
事
案

が
散
見
さ
れ
る
な
ど
、本
当
に
酪
農
家
の

た
め
の
改
革
な
の
か
疑
問
で
あ
り
、検
証

ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合

第
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催
！

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

財務・事業実績
区分 項目 平成29年度 平成30年度

財務

事業利益（千円） 2,837 6,299

経常利益（千円） 12,017 11,738

当期剰余金（千円） 9,207 9,070

自己資本比率（％） 38.53 39.85

販売
受託販売乳量（㌧） 75,772 75,561

生乳販売高（千円） 8,176,441 8,171,120

購買
購買品供給量（㌧） 51,964 50,218

購買品供給高（千円） 3,344,797 3,336,305

NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続
回数 NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続

回数

1 福　岡 松　永　　安　博 最優秀賞 100 7 36 飯　塚 中　村　　秀　貴 優良賞 88 6

2 福　岡 吉　村　　重　也 優秀賞 95 5 37 福　岡 藤　井　　正　剛 優良賞 86 5

3 福　岡 田　中　　信　行 優秀賞 95 3 38 久留米 森　光　　　　力 優良賞 85 3

4 福　岡 森　田　　純一郎 優秀賞 95 6 39 飯　塚 石　井　　幹　雄 優良賞 85 1

5 久留米 安　丸　　英　宏 優秀賞 95 3 40 飯　塚 村　上　　　　篤 優良賞 85 1

6 久留米 中　野　　繁　利 優秀賞 95 1 41 久留米 大　石　　　　信 優良賞 83 3

7 久留米 佐　野　　　　喬 優秀賞 95 1 42 久留米 中　園　　尚　寿 優良賞 83 1

8 久留米 カクタファーム 優秀賞 95 1 43 久留米 安　丸　　冨士男 優良賞 83 1

9 久留米 木　庭　　健　一 優秀賞 95 7 44 久留米 靏　　　　　広文 優良賞 83 3

10 久留米 江　上　　正　生 優秀賞 95 12 45 飯　塚 水　上　　治　彦 優良賞 83 7

11 飯　塚 浜　﨑　　留　久 優秀賞 95 6 46 飯　塚 山　田　　博　則 優良賞 83 3

12 飯　塚 国　広　　隆　一 優秀賞 95 4 47 飯　塚 平　塚　　　　敏 優良賞 83 2

13 飯　塚 原　田　　政　博 優秀賞 95 12 48 飯　塚 木　戸　　　　健 優良賞 83 1

14 飯　塚 田　村　　亜希子 優秀賞 95 2 49 久留米 手　柴　　秀　一 優良賞 81 3

15 飯　塚 大　村　　義　徳　 優秀賞 95 1 50 福　岡 波多江　　正　好 優良賞 80 1

16 福　岡 野　田　　貞　治 優良賞 93 2 51 久留米 中　島　　　　清 優良賞 80 3

17 飯　塚 神　崎　　宏　昭 優良賞 93 1 52 久留米 内　田　　健二郎 優良賞 80 4

18 飯　塚 竹　本　　貞　敏 優良賞 93 6 53 久留米 ㈱倉重ファーム 優良賞 80 2

19 福　岡 末　崎　　信　明 優良賞 90 2 54 飯　塚 森　田　　　　勉 優良賞 80 3

20 福　岡 有　田　　　　徹 優良賞 90 3 55 飯　塚 ㈲ 天 地 山 牧 場 優良賞 80 1

21 福　岡 ㈲ 福 フ ァ ー ム 優良賞 90 2 56 福　岡 濵　地　　邦　夫 優良賞 78 1

22 久留米 中　村　　博　之 優良賞 90 8 57 久留米 今　村　　和　彦 優良賞 78 1

23 久留米 黒　岩　　純　雄 優良賞 90 1 58 福　岡 長　尾　　正　雄 優良賞 76 1

24 久留米 池　松　　和　幸 優良賞 90 2 59 福　岡 末　継　　重　孝 優良賞 76 1

25 久留米 中　野　　実　夫 優良賞 90 7 60 福　岡 田　中　　和　久 優良賞 76 6

26 久留米 岩　下　　寿　秀 優良賞 90 8 61 福　岡 今　村　　　　学 優良賞 76 1

27 飯　塚 吉　村　　修　一 優良賞 90 1 62 久留米 吉　田　　勝　幸 優良賞 76 1

28 飯　塚 江　藤　　秀　樹 優良賞 90 2 63 久留米 椿　　　　成　弘 優良賞 76 3

29 飯　塚 森　下　　団　蔵 優良賞 90 1 64 久留米 高　良　　和　幸 優良賞 76 1

30 福　岡 大　原　　　　登 優良賞 88 7 65 飯　塚 次郎丸　　　　昇 優良賞 75 1

31 久留米 吉　田　　政　弘 優良賞 88 3 66 久留米 ㈲今村ふれあい牧場 優良賞 73 2

32 久留米 坂　井　　　　彰 優良賞 88 3 67 久留米 内　堀　　　　誠 優良賞 73 3

33 久留米 砥　板　　国　敏 優良賞 88 2 68 久留米 原　口　　演　理 優良賞 68 1

34 久留米 石　井　　延　明 優良賞 88 5 69 福　岡 山　下　　　　弘 優良賞 61 1

35 久留米 平　田　　　　実 優良賞 88 3 70 久留米 土　師　　弘　子 優良賞 58 1

平成３０年度乳質優良表彰者一覧表

定期検査（乳脂肪分・無脂固形分・体細胞数・細菌数）における年間ノーペナルティー者　７０名（昨年度７２名）

ふくおか県酪農業協同組合

平
成
三
十
年
度
乳
質
優
良
者
七
十
名
受
賞
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受
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者
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し
て
最
優
秀
賞
の
福

施
す
る
定
期
検
査
に
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い
て
、全
て
の
検

査
項
目（
乳
脂
肪
分
率
・
無
脂
乳
固
形

分
率
・
体
細
胞
数
・
細
菌
数
）の
検
査
結

果
が
一
年
間
全
て
基
準
を
満
た
し
、か
つ

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
単
位
の
規
制
で
異
物
混

　
第
十
二
回
通
常
総
会
に
於
い
て
、平

成
三
十
年
度
乳
質
優
良
者
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
乳
質
優
良
者
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表

彰
基
準
は
、バ
ル
ク
単
位
で
毎
月
二
回
実

け
な
が
ら
も
、「
福
岡
県
酪
農
ビ
ジ
ョ
ン
」

提
言
の
具
体
化
を
組
合
員
の
経
営
支
援

の
基
本
と
し
、三
ヵ
年
計
画
の
重
点
実
施

事
項
と
併
せ
、各
事
業
の
取
り
組
み
を

行
い
、以
下
の
と
お
り
の
事
業
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、第
四
次
三
ヵ
年
計
画

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
い
状
況
下
で
の
計
画
と
な
り

ま
す
が
、生
乳
出
荷
乳
量
七
五
，〇
〇
〇

ト
ン
、購
買
供
給
数
量
五
〇
，五
〇
二
ト

ン
、を
中
心
に
置
き
、ま
た
、「
福
岡
県
酪

農
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
た
目
標
に
向
か
い
、

酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
に
対
応
で
き
る

足
腰
の
強
い
酪
農
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
役
職
員
一
同

業
務
に
邁
進
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、家
族

型
酪
農
経
営
に
焦
点
を
当
て
た「
全
国

酪
農
民
大
会
」が
開
催
さ
れ
、乳
価
値
上

げ
へ
の
期
待
感
が
高
ま
る
中
、指
定
団
体

に
よ
る
乳
価
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
、飲
用
向
け
と
発
酵
乳
向
け
生

乳
を
対
象
に
四
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま

す
が
、期
待
し
た
改
定
額
に
は
達
せ
ず
不

満
が
残
る
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
、乳

用
初
妊
牛
価
格
の
高
騰
や
配
合
飼
料
の

高
止
ま
り
状
況
が
続
く
中
、高
齢
化
等

に
よ
る
酪
農
経
営
か
ら
の
離
脱
と
乳
牛

飼
養
頭
数
の
減
少
等
が
事
業
実
績
に
も

打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、課
題
で
あ
る
乳
用
後
継
牛
確

保
に
つ
い
て
は
、開
設
か
ら
二
年
目
と
な

る
組
合
直
営
の
畜
産
支
援
牧
場
及
び
雌

雄
判
別
精
液
や
受
精
卵
の
活
用
推
進
な

ど
関
連
す
る
対
策
の
継
続
な
ど
に
よ
り
、

未
経
産
牛
頭
数
の
減
少
率
は
鈍
化
し
ま

し
た
。

　
組
合
は
、こ
の
様
な
社
会
的
環
境
や

酪
農
情
勢
に
よ
り
多
大
な
る
影
響
を
受

　
去
る
六
月
二
十
七
日（
木
）「
筑
紫
野

市
文
化
会
館
」に
お
い
て
、ふ
く
お
か
県

酪
農
業
協
同
組
合
の
第
十
二
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、尾
形
文
清
組
合
長
の
挨
拶
、来

賓
挨
拶
に
続
き
、内
堀
誠
氏(

久
留
米
支

所)

を
議
長
に
選
任
し
、第
一
号
議
案
か
ら

第
七
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
は
甚
大
な
自
然
災
害

の
頻
発
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。西

日
本
を
中
心
と
し
た
七
月
の
豪
雨
、九

月
に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、ま
た

相
次
ぐ
台
風
な
ど
多
く
の
天
災
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
乳
業
界
は
、改
正
後
の「
畜
産
経

営
の
安
定
に
関
す
る
法
律（
畜
安
法
）」

に
基
づ
く
制
度
運
用
の
初
年
度
と
な
り

ま
し
た
。九
州
で
は
生
乳
の
需
給
状
況
に

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、一
部

地
域
に
お
い
て
は
、生
乳
が
不
足
す
る
夏

場
に
公
正
な
ル
ー
ル
が
通
用
し
な
い
事
案

が
散
見
さ
れ
る
な
ど
、本
当
に
酪
農
家
の

た
め
の
改
革
な
の
か
疑
問
で
あ
り
、検
証

ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合

第
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催
！

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

財務・事業実績
区分 項目 平成29年度 平成30年度

財務

事業利益（千円） 2,837 6,299

経常利益（千円） 12,017 11,738

当期剰余金（千円） 9,207 9,070

自己資本比率（％） 38.53 39.85

販売
受託販売乳量（㌧） 75,772 75,561

生乳販売高（千円） 8,176,441 8,171,120

購買
購買品供給量（㌧） 51,964 50,218

購買品供給高（千円） 3,344,797 3,336,305

NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続
回数 NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続

回数

1 福　岡 松　永　　安　博 最優秀賞 100 7 36 飯　塚 中　村　　秀　貴 優良賞 88 6

2 福　岡 吉　村　　重　也 優秀賞 95 5 37 福　岡 藤　井　　正　剛 優良賞 86 5

3 福　岡 田　中　　信　行 優秀賞 95 3 38 久留米 森　光　　　　力 優良賞 85 3

4 福　岡 森　田　　純一郎 優秀賞 95 6 39 飯　塚 石　井　　幹　雄 優良賞 85 1

5 久留米 安　丸　　英　宏 優秀賞 95 3 40 飯　塚 村　上　　　　篤 優良賞 85 1

6 久留米 中　野　　繁　利 優秀賞 95 1 41 久留米 大　石　　　　信 優良賞 83 3

7 久留米 佐　野　　　　喬 優秀賞 95 1 42 久留米 中　園　　尚　寿 優良賞 83 1

8 久留米 カクタファーム 優秀賞 95 1 43 久留米 安　丸　　冨士男 優良賞 83 1

9 久留米 木　庭　　健　一 優秀賞 95 7 44 久留米 靏　　　　　広文 優良賞 83 3

10 久留米 江　上　　正　生 優秀賞 95 12 45 飯　塚 水　上　　治　彦 優良賞 83 7

11 飯　塚 浜　﨑　　留　久 優秀賞 95 6 46 飯　塚 山　田　　博　則 優良賞 83 3

12 飯　塚 国　広　　隆　一 優秀賞 95 4 47 飯　塚 平　塚　　　　敏 優良賞 83 2

13 飯　塚 原　田　　政　博 優秀賞 95 12 48 飯　塚 木　戸　　　　健 優良賞 83 1

14 飯　塚 田　村　　亜希子 優秀賞 95 2 49 久留米 手　柴　　秀　一 優良賞 81 3

15 飯　塚 大　村　　義　徳　 優秀賞 95 1 50 福　岡 波多江　　正　好 優良賞 80 1

16 福　岡 野　田　　貞　治 優良賞 93 2 51 久留米 中　島　　　　清 優良賞 80 3

17 飯　塚 神　崎　　宏　昭 優良賞 93 1 52 久留米 内　田　　健二郎 優良賞 80 4

18 飯　塚 竹　本　　貞　敏 優良賞 93 6 53 久留米 ㈱倉重ファーム 優良賞 80 2

19 福　岡 末　崎　　信　明 優良賞 90 2 54 飯　塚 森　田　　　　勉 優良賞 80 3

20 福　岡 有　田　　　　徹 優良賞 90 3 55 飯　塚 ㈲ 天 地 山 牧 場 優良賞 80 1

21 福　岡 ㈲ 福 フ ァ ー ム 優良賞 90 2 56 福　岡 濵　地　　邦　夫 優良賞 78 1

22 久留米 中　村　　博　之 優良賞 90 8 57 久留米 今　村　　和　彦 優良賞 78 1

23 久留米 黒　岩　　純　雄 優良賞 90 1 58 福　岡 長　尾　　正　雄 優良賞 76 1

24 久留米 池　松　　和　幸 優良賞 90 2 59 福　岡 末　継　　重　孝 優良賞 76 1

25 久留米 中　野　　実　夫 優良賞 90 7 60 福　岡 田　中　　和　久 優良賞 76 6

26 久留米 岩　下　　寿　秀 優良賞 90 8 61 福　岡 今　村　　　　学 優良賞 76 1

27 飯　塚 吉　村　　修　一 優良賞 90 1 62 久留米 吉　田　　勝　幸 優良賞 76 1

28 飯　塚 江　藤　　秀　樹 優良賞 90 2 63 久留米 椿　　　　成　弘 優良賞 76 3

29 飯　塚 森　下　　団　蔵 優良賞 90 1 64 久留米 高　良　　和　幸 優良賞 76 1

30 福　岡 大　原　　　　登 優良賞 88 7 65 飯　塚 次郎丸　　　　昇 優良賞 75 1

31 久留米 吉　田　　政　弘 優良賞 88 3 66 久留米 ㈲今村ふれあい牧場 優良賞 73 2

32 久留米 坂　井　　　　彰 優良賞 88 3 67 久留米 内　堀　　　　誠 優良賞 73 3

33 久留米 砥　板　　国　敏 優良賞 88 2 68 久留米 原　口　　演　理 優良賞 68 1

34 久留米 石　井　　延　明 優良賞 88 5 69 福　岡 山　下　　　　弘 優良賞 61 1

35 久留米 平　田　　　　実 優良賞 88 3 70 久留米 土　師　　弘　子 優良賞 58 1

平成３０年度乳質優良表彰者一覧表

定期検査（乳脂肪分・無脂固形分・体細胞数・細菌数）における年間ノーペナルティー者　７０名（昨年度７２名）

ふくおか県酪農業協同組合

平
成
三
十
年
度
乳
質
優
良
者
七
十
名
受
賞
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は
、万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
目
標
数

量
の
達
成
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、新
穀
の
作
柄

次
第
で
は
更
に
上
昇
基
調
に
転
じ
る
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
為
替
相
場
は
、米
中
貿
易
摩
擦

の
混
迷
化
か
ら
先
行
き
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
、貿
易
摩
擦
問
題
が

激
化
す
る
と
円
高
に
振
れ
る
と
み

ら
れ
る
な
ど
、今
後
の
動
向
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
後
は
猛
暑
と
な
る
こ

と
が
多
く
、乳
牛
に
と
っ
て
も
大
変

な
時
期
を
迎
え
、生
産
量
も
落
ち

込
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

暑
熱
対
策
を
再
度
確
認
し
、乳
牛

の
事
故
や
乳
質
事
故
に
留
意
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、暑
熱
期
の
生
乳
生
産
支

援
対
策
と
し
て
、全
国
連
と
連
携

し
輸
入
粗
飼
料
や
乾
乳
飼
料
、添

加
物
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペー
ン
を
実
施

中（
七
月
〜
九
月
）で
す
。猛
暑
の

影
響
は
、暑
熱
期
の
後
に
出
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、乳
牛
の

生
涯
に
わ
た
る
生
産
性
を
追
求
す

る
た
め
、暑
熱
期
の
飼
養
管
理
に

　
本
組
合
に
お
け
る
平
成
三
十
一
年
度

(

令
和
元
年
度)
生
乳
出
荷
目
標
数
量

は
、組
合
員
か
ら
の
積
み
上
げ
の
結
果
、

七
五
，四
二
七
ト
ン
と
な
り
、九
州
生
乳

販
連
へ
報
告
し
ま
し
た
。こ
の
数
量
は
、

対
前
年
出
荷
実
績
比
九
九
．八
％
の
数

量
と
な
り
ま
す
。

　
組
合
で
は
、今
年
度
春
産
み
一
〇
五
頭

の
導
入
を
実
施
す
る
な
ど
、生
産
基
盤

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、四

月
か
ら
の
生
乳
生
産
は
表
の
と
お
り
、

第
1
四
半
期
は
前
年
比
一.

三
ポ
イ
ン
ト

程
度
下
回
っ
て
推
移
し
、六
月
ま
で
の
生

産
状
況
は
一
九
，六
九
四
ト
ン
と
対
前
年

実
績
比
九
八
．七
％
と
前
年
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　
飼
料
情
勢
に
つ
い
て
、配
合
飼
料
の
主

原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、米
中
関

係
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
豊
作
予
想
な
ど

か
ら
相
場
は
軟
調
気
味
に
推
移
し
て
き

ま
し
た
が
、米
国
産
の
天
候
不
順
に
よ
る

作
付
け
の
遅
れ
の
影
響
を
受
け
、上
昇

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。流
通
粗
飼
料
の

内
、ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
中
国
の
需
要
が

回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
中
東
か

ら
の
需
要
も
底
堅
く
、現
地
価
格
は
高

　
六
月
一
日
、九
州
生
乳
販
連
主
催
の「
九
州 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

Ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ 

Ｆ
Ｍ 

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
ハ
ッ
ピ
ー
ミ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
九
」が
イ
オ

ン
モ
ー
ル
福
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
組
合
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。会
場
で
は
、模
擬
搾
乳
牛「
く
る
み
ち
ゃ

ん
」に
よ
る
搾
乳
コ
ー
ナ
ー
や
、試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、消
費
者
へ
牛
乳
の
美
味
し
さ
・
大
切
さ
を

直
接
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、牛
乳
ク
イ
ズ
大
会
、牛
乳
ひ
げ
コ
ン
テ
ス

ト
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
数
多
く
の
催
し
も

行
わ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
九
」開
催

★搾乳コーナー

★サンプル配布 ★試飲コーナー

◆新入職員紹介◆

　
四
月
か
ら
久
留
米
診
療
所
に
着
任
し
ま

し
た
人
工
授
精
師
の
藤
川
歩（
ふ
じ
か
わ 

あ
ゆ
み
）で
す
。出
身
は
福
岡
県
北
九
州
市

で
、大
動
物
に
興
味
が
あ
り
、福
岡
県
農
業

大
学
校
・
畜
産
コ
ー
ス
を
選
択
し
、今
年
の

春
卒
業
し
ま
し
た
。着
任
後
か
ら
現
在
ま
で
の
三
か
月
間
、先
輩
方
と
授
精
業
務

を
共
に
さ
せ
て
頂
き
、直
腸
検
査
、人
工
授
精
、受
精
卵
移
植
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
て
い
て
、私
も
早
く
先
輩
方
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に

は
ま
ず
直
腸
検
査
を
正
確
に
一
頭
ず
つ
丁
寧
に
行
い
、人
工
授
精
技
術
の
向
上
に

取
り
組
み
、少
し
で
も
酪
農
家
の
経
営
向
上
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
一
日
付
け
で
、本
所
酪
農
部
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
、大
分
県
出
身
の
小
野
賢

佑(

お
の 

け
ん
す
け)

で
す
。

　
前
職
で
は
郵
便
配
達
を
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
と
釣
り
を
こ
よ
な
く
愛
す
四
〇
歳

で
す
。不
慣
れ
で
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、し
っ
か
り
酪
農
を
学
び
、皆
様
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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は
、万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
目
標
数

量
の
達
成
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、新
穀
の
作
柄

次
第
で
は
更
に
上
昇
基
調
に
転
じ
る
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
為
替
相
場
は
、米
中
貿
易
摩
擦

の
混
迷
化
か
ら
先
行
き
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
、貿
易
摩
擦
問
題
が

激
化
す
る
と
円
高
に
振
れ
る
と
み

ら
れ
る
な
ど
、今
後
の
動
向
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
後
は
猛
暑
と
な
る
こ

と
が
多
く
、乳
牛
に
と
っ
て
も
大
変

な
時
期
を
迎
え
、生
産
量
も
落
ち

込
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

暑
熱
対
策
を
再
度
確
認
し
、乳
牛

の
事
故
や
乳
質
事
故
に
留
意
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、暑
熱
期
の
生
乳
生
産
支

援
対
策
と
し
て
、全
国
連
と
連
携

し
輸
入
粗
飼
料
や
乾
乳
飼
料
、添

加
物
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペー
ン
を
実
施

中（
七
月
〜
九
月
）で
す
。猛
暑
の

影
響
は
、暑
熱
期
の
後
に
出
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、乳
牛
の

生
涯
に
わ
た
る
生
産
性
を
追
求
す

る
た
め
、暑
熱
期
の
飼
養
管
理
に

　
本
組
合
に
お
け
る
平
成
三
十
一
年
度

(

令
和
元
年
度)

生
乳
出
荷
目
標
数
量

は
、組
合
員
か
ら
の
積
み
上
げ
の
結
果
、

七
五
，四
二
七
ト
ン
と
な
り
、九
州
生
乳

販
連
へ
報
告
し
ま
し
た
。こ
の
数
量
は
、

対
前
年
出
荷
実
績
比
九
九
．八
％
の
数

量
と
な
り
ま
す
。

　
組
合
で
は
、今
年
度
春
産
み
一
〇
五
頭

の
導
入
を
実
施
す
る
な
ど
、生
産
基
盤

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、四

月
か
ら
の
生
乳
生
産
は
表
の
と
お
り
、

第
1
四
半
期
は
前
年
比
一.

三
ポ
イ
ン
ト

程
度
下
回
っ
て
推
移
し
、六
月
ま
で
の
生

産
状
況
は
一
九
，六
九
四
ト
ン
と
対
前
年

実
績
比
九
八
．七
％
と
前
年
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　
飼
料
情
勢
に
つ
い
て
、配
合
飼
料
の
主

原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、米
中
関

係
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
豊
作
予
想
な
ど

か
ら
相
場
は
軟
調
気
味
に
推
移
し
て
き

ま
し
た
が
、米
国
産
の
天
候
不
順
に
よ
る

作
付
け
の
遅
れ
の
影
響
を
受
け
、上
昇

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。流
通
粗
飼
料
の

内
、ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
中
国
の
需
要
が

回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
中
東
か

ら
の
需
要
も
底
堅
く
、現
地
価
格
は
高

　
六
月
一
日
、九
州
生
乳
販
連
主
催
の「
九
州 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

Ｍ
ｉ
ｌ
ｋ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

Ｐ

ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ 
Ｆ
Ｍ 

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
ハ
ッ
ピ
ー
ミ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
九
」が
イ
オ

ン
モ
ー
ル
福
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
組
合
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。会
場
で
は
、模
擬
搾
乳
牛「
く
る
み
ち
ゃ

ん
」に
よ
る
搾
乳
コ
ー
ナ
ー
や
、試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、消
費
者
へ
牛
乳
の
美
味
し
さ
・
大
切
さ
を

直
接
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、牛
乳
ク
イ
ズ
大
会
、牛
乳
ひ
げ
コ
ン
テ
ス

ト
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
数
多
く
の
催
し
も

行
わ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
九
」開
催

★搾乳コーナー

★サンプル配布 ★試飲コーナー

◆新入職員紹介◆

　
四
月
か
ら
久
留
米
診
療
所
に
着
任
し
ま

し
た
人
工
授
精
師
の
藤
川
歩（
ふ
じ
か
わ 

あ
ゆ
み
）で
す
。出
身
は
福
岡
県
北
九
州
市

で
、大
動
物
に
興
味
が
あ
り
、福
岡
県
農
業

大
学
校
・
畜
産
コ
ー
ス
を
選
択
し
、今
年
の

春
卒
業
し
ま
し
た
。着
任
後
か
ら
現
在
ま
で
の
三
か
月
間
、先
輩
方
と
授
精
業
務

を
共
に
さ
せ
て
頂
き
、直
腸
検
査
、人
工
授
精
、受
精
卵
移
植
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
て
い
て
、私
も
早
く
先
輩
方
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に

は
ま
ず
直
腸
検
査
を
正
確
に
一
頭
ず
つ
丁
寧
に
行
い
、人
工
授
精
技
術
の
向
上
に

取
り
組
み
、少
し
で
も
酪
農
家
の
経
営
向
上
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
一
日
付
け
で
、本
所
酪
農
部
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
、大
分
県
出
身
の
小
野
賢

佑(

お
の 

け
ん
す
け)

で
す
。

　
前
職
で
は
郵
便
配
達
を
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
と
釣
り
を
こ
よ
な
く
愛
す
四
〇
歳

で
す
。不
慣
れ
で
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、し
っ
か
り
酪
農
を
学
び
、皆
様
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
三
十
年
四
月  
第
三
者
継
承
に
よ
り
新
規
就
農
！！

　環
境
が
違
え
ば
、各
牧
場
で
や
る
べ

き
こ
と
が
全
く
違
い
ま
す
。一つ一つ
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　今

後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、繁

殖
成
績
の
向
上
、良
質
自
給
飼
料
の
確

保
、暑
熱
対
策
で
す
。

　就
農
し
て一
年
で
す
が
、地
域
に
溶
け

込
ん
だ
牧
場
に
早
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　関
係
機
関
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
を
学
び
、昨
年
、資
金
借
り
入
れ
を

行
い
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　第
三
者
継
承
で
、比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、や
は
り
日
が
経
つ
に
つ
れ
牛
群
管
理

ま
た
経
営
管
理
の
む
ず
か
し
さ
が
解
っ

て
き
ま
し
た
。

　昨
年
は
猛
暑
と
い
う
こ
と
も
あ
り
六

頭
の
牛
を
倒
し
て
し
ま
い
乳
量
が
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、組
合・普
及
セ

ン
タ
ー・診
療
所
の
指
導
も
受
け
、現
在

は
若
干
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

始
め
る
に
は
資
金・技
術
面
等
々
足
り

な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、酪
農
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

三
年
間
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
で
技
術
的
な

　朝
倉
郡
筑
前
町
で
第
三
者
継
承
に
よ

り
新
規
就
農
し
て一年
が
経
ち
ま
し
た
。

　五
年
前
に
酪
農
が
し
た
く
て
、故
郷

の
福
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、酪
農
を

葉
中
の
糖
含
量
が
乾
物
中
で
一
〇
〜
一

五
％
高
い
。W
C
S
に
す
る
と
子
実
タ
イ

プ
に
比
べ
て
、乳
酸
含
量
が
高
く
、グ
ル

コ
ー
ス
や
フ
ル
ク
ト
ー
ス
な
ど
の
糖
分
が

高
い
。ま
た
、発
酵
品
質
が
良
好
で
、粗
繊

維
や
N
D
F
の
消
化
率
が
八
・一
〇
％
改

善
さ
れ
、T
D
N
含
量
も
高
い
。（
広
島
総

技
研
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　
県
内
の
最
強
の
粗
飼
料
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
の
T
M
R
で
、

半
量
ま
た
は
全
量
を「
た
ち
す
ず
か
」で

代
替
え
し
泌
乳
中
後
期
牛
へ
の
給
与
し
た

場
合
、乾
物
摂
取
量
が
増
加
し
、乳
量
が

増
加
し
ま

し
た
。（
図

１
）ま
た
、

熟
期
が
進

ん
だ
も
の
で

も
乾
物
摂

取
量
や
乳

量
、乳
成
分

に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
）

　
①
利
用
可
能
な
収
穫
期
が
長
く
、利

用
し
や
す
い
。②
茎
葉
の
消
化
性
や
糖
分

含
量
が
高
く
、良
好
な
発
酵
品
質
の

W
C
S
が
得
ら
れ
、乾
物
収
量
も
多
い
。

③
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
と

同
等
か
そ
れ
以
上
の
良
好
な
乳
量
、乳
質

が
得
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
県
の
自
給
粗
飼
料

と
し
て
、非
常
に
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、是
非
、利
用
し
て
み
て
は
如
何
で

す
か
。

　
本
県
は
耕
地
面
積
八
〇,
九
〇
〇
h
a

の
内
、水
田
が
約
八
〇
％
を
占
め
る
水
田

農
業
県
の
た
め
、水
田
を
活
用
し
た
自
給

粗
飼
料
生
産
が
有
効
で
す
。そ
こ
で
、最

近
普
及
し
つ
つ
あ
る
稲
発
酵
粗
飼
料
用

稲
専
用
種
の
中
で
、極
短
穂
の
茎
葉
タ
イ

プ
の「
た
ち
す
ず
か
」の
何
が
い
い
の
か
、

研
究
機
関
の
成
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

　
収
穫
に
適
し
た
期
間
が
九
月
下
旬
〜

十
一
月
上
旬
と
長
く
、収
穫
作
業
の
集
中

が
緩
和
で
き
、降
雨
等
の
不
測
の
事
態
に

対
応
が
可
能
で
、福
岡
県
で
の
栽
培
適
応

性
が
高
い
。（
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験

場
）、ま
た
、圃
場

で
は
、葉
い
も
ち

や
縞
葉
枯
病
に

や
や
弱
い
け
れ

ど
、耐
倒
伏
性
に

優
れ
、乾
物
収
量

が
多
い
と
い
う
特

性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
実
型
品
種
に
比
べ
て
消
化
の
悪
い
子

実
が
三
分
の
一
〜
五
分
の
一
程
度
低
く
、茎

稲
発
酵
粗
飼
料
用
稲
は
何
が
い
い
？

吉木　四郎

１
．栽
培
面
か
ら

２
．栄
養
面
か
ら

４
．ま
と
め

３
．乳
牛
へ
の
給
与
面
か
ら

頑
張
る
組
合
員
さ
ん
紹
介

久
留
米
支
所

　大
淵 

優
太
さ
ん

【経営規模】
経産牛　　36頭
未経産牛　  9頭

【目　　標】
『牛舎環境改善・繁殖向上』
【日頃大切にしていること】
夫婦仲を上手く保つ
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図2　「たちすずか」の高栄養分含量

■ 穂部排せつ部分
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注）子実の45％が消化されない場合で試算。
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平
成
三
十
年
四
月  

第
三
者
継
承
に
よ
り
新
規
就
農
！！

　環
境
が
違
え
ば
、各
牧
場
で
や
る
べ

き
こ
と
が
全
く
違
い
ま
す
。一つ一つ
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　今

後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
は
、繁

殖
成
績
の
向
上
、良
質
自
給
飼
料
の
確

保
、暑
熱
対
策
で
す
。

　就
農
し
て一
年
で
す
が
、地
域
に
溶
け

込
ん
だ
牧
場
に
早
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　関
係
機
関
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
を
学
び
、昨
年
、資
金
借
り
入
れ
を

行
い
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　第
三
者
継
承
で
、比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、や
は
り
日
が
経
つ
に
つ
れ
牛
群
管
理

ま
た
経
営
管
理
の
む
ず
か
し
さ
が
解
っ

て
き
ま
し
た
。

　昨
年
は
猛
暑
と
い
う
こ
と
も
あ
り
六

頭
の
牛
を
倒
し
て
し
ま
い
乳
量
が
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、組
合・普
及
セ

ン
タ
ー・診
療
所
の
指
導
も
受
け
、現
在

は
若
干
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

始
め
る
に
は
資
金・技
術
面
等
々
足
り

な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、酪
農
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

三
年
間
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
で
技
術
的
な

　朝
倉
郡
筑
前
町
で
第
三
者
継
承
に
よ

り
新
規
就
農
し
て一年
が
経
ち
ま
し
た
。

　五
年
前
に
酪
農
が
し
た
く
て
、故
郷

の
福
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、酪
農
を

葉
中
の
糖
含
量
が
乾
物
中
で
一
〇
〜
一

五
％
高
い
。W
C
S
に
す
る
と
子
実
タ
イ

プ
に
比
べ
て
、乳
酸
含
量
が
高
く
、グ
ル

コ
ー
ス
や
フ
ル
ク
ト
ー
ス
な
ど
の
糖
分
が

高
い
。ま
た
、発
酵
品
質
が
良
好
で
、粗
繊

維
や
N
D
F
の
消
化
率
が
八
・一
〇
％
改

善
さ
れ
、T
D
N
含
量
も
高
い
。（
広
島
総

技
研
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　
県
内
の
最
強
の
粗
飼
料
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
の
T
M
R
で
、

半
量
ま
た
は
全
量
を「
た
ち
す
ず
か
」で

代
替
え
し
泌
乳
中
後
期
牛
へ
の
給
与
し
た

場
合
、乾
物
摂
取
量
が
増
加
し
、乳
量
が

増
加
し
ま

し
た
。（
図

１
）ま
た
、

熟
期
が
進

ん
だ
も
の
で

も
乾
物
摂

取
量
や
乳

量
、乳
成
分

に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場
）

　
①
利
用
可
能
な
収
穫
期
が
長
く
、利

用
し
や
す
い
。②
茎
葉
の
消
化
性
や
糖
分

含
量
が
高
く
、良
好
な
発
酵
品
質
の

W
C
S
が
得
ら
れ
、乾
物
収
量
も
多
い
。

③
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
と

同
等
か
そ
れ
以
上
の
良
好
な
乳
量
、乳
質

が
得
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
県
の
自
給
粗
飼
料

と
し
て
、非
常
に
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、是
非
、利
用
し
て
み
て
は
如
何
で

す
か
。

　
本
県
は
耕
地
面
積
八
〇,
九
〇
〇
h
a

の
内
、水
田
が
約
八
〇
％
を
占
め
る
水
田

農
業
県
の
た
め
、水
田
を
活
用
し
た
自
給

粗
飼
料
生
産
が
有
効
で
す
。そ
こ
で
、最

近
普
及
し
つ
つ
あ
る
稲
発
酵
粗
飼
料
用

稲
専
用
種
の
中
で
、極
短
穂
の
茎
葉
タ
イ

プ
の「
た
ち
す
ず
か
」の
何
が
い
い
の
か
、

研
究
機
関
の
成
果
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

　
収
穫
に
適
し
た
期
間
が
九
月
下
旬
〜

十
一
月
上
旬
と
長
く
、収
穫
作
業
の
集
中

が
緩
和
で
き
、降
雨
等
の
不
測
の
事
態
に

対
応
が
可
能
で
、福
岡
県
で
の
栽
培
適
応

性
が
高
い
。（
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験

場
）、ま
た
、圃
場

で
は
、葉
い
も
ち

や
縞
葉
枯
病
に

や
や
弱
い
け
れ

ど
、耐
倒
伏
性
に

優
れ
、乾
物
収
量

が
多
い
と
い
う
特

性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
実
型
品
種
に
比
べ
て
消
化
の
悪
い
子

実
が
三
分
の
一
〜
五
分
の
一
程
度
低
く
、茎

稲
発
酵
粗
飼
料
用
稲
は
何
が
い
い
？

吉木　四郎

１
．栽
培
面
か
ら

２
．栄
養
面
か
ら

４
．ま
と
め

３
．乳
牛
へ
の
給
与
面
か
ら

頑
張
る
組
合
員
さ
ん
紹
介

久
留
米
支
所

　大
淵 

優
太
さ
ん

【経営規模】
経産牛　　36頭
未経産牛　  9頭

【目　　標】
『牛舎環境改善・繁殖向上』
【日頃大切にしていること】
夫婦仲を上手く保つ
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こ
ん
に
ち
は
、久
留
米
支
所
青
年
部
の
大
石
で
す
。

　
乳
質
改
善
に一
役
！！

　
我
が
牧
場
で
使
用
し
て
い
る
デ
ラ
バ
ル
製
の
ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ

ナ
ー
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。私
が
搾
乳
作
業
に
つ
い
て
一
番

注
意
し
て
い
る
点
は
、乳
頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
極
力
少
な
く
す
る
事

で
す
。そ
の
為
に
、試
行
錯
誤
し
色
ん
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

○
乾
い
た
牛
床
の
維
持（
乾
燥
し
た
の
こ
屑
を
牛
床
散
布
）

○
乳
房
を
汚
さ
な
い（
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
適
切
な
管
理
）

○
牛
の
搾
乳
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
作
業
手
順

○
搾
乳
作
業
に
関
わ
る
人
す
べ
て
が
同
じ
手
順
で
行
う
。

な
ど
な
ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
の
で
す
が
、安
価
に
で

き
た
対
策
は
こ
の
ラ
イ
ナ
ー
で
す
。こ
の
ラ
イ
ナ
ー
は
非

常
に
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。デ
ラ
バ
ル
の
ク

ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ナ
ー
は
、バ
レ
ル
部
分
が
特
殊
な

形
を
し
た
画
期
的
な
ラ
イ
ナ
ー
で
す
。乳
頭
に

優
し
く
、そ
し
て
ミ
ル
ク
を
素
早
く
搾
り
切
る

と
い
う
両
面
の
特
長
を
持
っ
て
い
ま
す
。搾
乳
中

に
乳
頭
に
優
し
く
フ
ィ
ッ
ト
す
る
一
方
、し
っ
か
り
と
し
た
グ
リ
ッ
プ

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
が
少
な
く
、早
い
搾
乳
が

可
能
に
な
り
ま
す
。（
一
部
カ
タ
ロ
グ
引
用
）本
来
、牛
乳
は
子
牛
が

飲
む
も
の
、す
な
わ
ち
乳
頭
は
子
牛
が
く
わ
え
る
も
の
で
す
。こ
の

ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ナ
ー
は
子
牛
の
口
の
中
の
形
状
に
よ
く
似
て
い

る
と
思
い
ま
す
。子
牛
の
口
の
中
に
手
を
入
れ
た
時
に
感
じ
る
舌
は

Ｖ
の
形
に
な
り
ま
す
よ
ね
！
従
来
の
ラ
イ
ナ
ー
よ
り
は
確
実
に
乳

頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。ま
あ
参
考
程
度
に
！一

度
試
し
て
み
る
の
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
。　
福
岡
支
所
糸
島
女
性
部
で
す
。

　
四
月
二
十
七
日（
土
）「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
農
力
祭
」に
糸
島
青
年

部
と
福
岡
支
所
と
一
緒
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

お
天
気
は
晴
天
。青
年
部
で
は
、「
子
牛
の
ふ
れ
あ
い
牧
場
」女
性

部
と
支
所
で
は
、バ
タ
ー
作
り
体
験
と
試
飲
牛
乳
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

　
み
ん
な
上
手
に
バ
タ
ー
を
作
っ
て
、

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
方
々
に
、牛

乳
・
乳
製
品
を
も
っ
と
身
近
に
、食
生

活
に
取
り
入
れ
て
頂
け
ま
す
よ
う
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）

Vol.１82

　
三
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
に
飯
塚
支
所
女
性
部
で
佐
賀
市
の

ミ
ル
ン
牧
場
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
年
に
一
回
の
一
泊
二
日
の
視
察
研
修
会
で
皆
さ
ん
バ
ス
の
中
で

楽
し
く
会
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

有
）ミ
ル
ン
牧
場
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、コ
ク
が
深
く
、牛

乳
そ
の
ま
ま
の
味
が
生
か
さ
れ
、と
て
も
お
い
し
と
高
評
価
で
し

た
。次
に
向
か
っ
た
の
は
、佐
世
保
食
肉
卸
市
場
・
屠
畜
場
に
い
き
、

市
場
内
を
見
学
し
宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、九
十
九
島
遊
覧
船
に
乗
り
、美
し
い
海
や
島
を
眺

め
心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
り
、明
日
か
ら
ま
た
仕
事
に
精
を
出

し
、来
年
も
参
加
出
来
る
よ
う
に
健
康
に
気
を
付
け
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
三
月
七
日
、大
分
県
日
田
市
の
ア
イ
・
ア
イ
・
デ
ィ
牧

場
に
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。二
〇
〇
頭
以
上
の
牛
を
経
産
牛

は
A
群
・
B
群
・
C
群
と
分
け
、さ
ら
に
育
成
牛
・
子
牛
と
分
け
て
管

理
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
牧
場
で
も
大
変
な
の
が
堆
肥
処
理
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、人
工
授
精
師
さ
ん
達
が
立
ち
上
げ
て
作
ら
れ
た
、堆
肥

処
理
作
業
を
請
け
負
う
組
織
が
あ
る
そ
う
で
す
。牧
場
の
方
も

〝
助
か
っ
て
い
ま
す
〞と
言
っ
て
あ
り
ま
し
た
。私
の
所
で
は
、イ
タ

リ
ア
ン
を
刈
り
取
ら
な
い
と
堆
肥
を
散
布
す
る
場
所
が
な
い
の
で

羨
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
六
次
産
業
化
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
牛

の
生
乳
で
作
ら
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
受
注
販
売
さ
れ
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
頂
い
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
、皆
で
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

デラバル　
クローバーライナー

視
察
研
修
に
行
っ
て

飯
塚
支
所
女
性
部
で
す
！

久
留
米
支
所
青
年
部
で
す
！

福
岡
支
所
糸
島
女
性
部
で
す
！

朝
倉
酪
農
女
性
部
部
長
　
森 

磨
由
美
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こ
ん
に
ち
は
、久
留
米
支
所
青
年
部
の
大
石
で
す
。

　
乳
質
改
善
に一
役
！！

　
我
が
牧
場
で
使
用
し
て
い
る
デ
ラ
バ
ル
製
の
ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ

ナ
ー
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。私
が
搾
乳
作
業
に
つ
い
て
一
番

注
意
し
て
い
る
点
は
、乳
頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
極
力
少
な
く
す
る
事

で
す
。そ
の
為
に
、試
行
錯
誤
し
色
ん
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

○
乾
い
た
牛
床
の
維
持（
乾
燥
し
た
の
こ
屑
を
牛
床
散
布
）

○
乳
房
を
汚
さ
な
い（
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
適
切
な
管
理
）

○
牛
の
搾
乳
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
作
業
手
順

○
搾
乳
作
業
に
関
わ
る
人
す
べ
て
が
同
じ
手
順
で
行
う
。

な
ど
な
ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
の
で
す
が
、安
価
に
で

き
た
対
策
は
こ
の
ラ
イ
ナ
ー
で
す
。こ
の
ラ
イ
ナ
ー
は
非

常
に
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。デ
ラ
バ
ル
の
ク

ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ナ
ー
は
、バ
レ
ル
部
分
が
特
殊
な

形
を
し
た
画
期
的
な
ラ
イ
ナ
ー
で
す
。乳
頭
に

優
し
く
、そ
し
て
ミ
ル
ク
を
素
早
く
搾
り
切
る

と
い
う
両
面
の
特
長
を
持
っ
て
い
ま
す
。搾
乳
中

に
乳
頭
に
優
し
く
フ
ィ
ッ
ト
す
る
一
方
、し
っ
か
り
と
し
た
グ
リ
ッ
プ

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
が
少
な
く
、早
い
搾
乳
が

可
能
に
な
り
ま
す
。（
一
部
カ
タ
ロ
グ
引
用
）本
来
、牛
乳
は
子
牛
が

飲
む
も
の
、す
な
わ
ち
乳
頭
は
子
牛
が
く
わ
え
る
も
の
で
す
。こ
の

ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
ナ
ー
は
子
牛
の
口
の
中
の
形
状
に
よ
く
似
て
い

る
と
思
い
ま
す
。子
牛
の
口
の
中
に
手
を
入
れ
た
時
に
感
じ
る
舌
は

Ｖ
の
形
に
な
り
ま
す
よ
ね
！
従
来
の
ラ
イ
ナ
ー
よ
り
は
確
実
に
乳

頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。ま
あ
参
考
程
度
に
！一

度
試
し
て
み
る
の
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　こ
ん
に
ち
は
。　
福
岡
支
所
糸
島
女
性
部
で
す
。

　
四
月
二
十
七
日（
土
）「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
農
力
祭
」に
糸
島
青
年

部
と
福
岡
支
所
と
一
緒
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

お
天
気
は
晴
天
。青
年
部
で
は
、「
子
牛
の
ふ
れ
あ
い
牧
場
」女
性

部
と
支
所
で
は
、バ
タ
ー
作
り
体
験
と
試
飲
牛
乳
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

　
み
ん
な
上
手
に
バ
タ
ー
を
作
っ
て
、

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
方
々
に
、牛

乳
・
乳
製
品
を
も
っ
と
身
近
に
、食
生

活
に
取
り
入
れ
て
頂
け
ま
す
よ
う
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）
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三
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
に
飯
塚
支
所
女
性
部
で
佐
賀
市
の

ミ
ル
ン
牧
場
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
年
に
一
回
の
一
泊
二
日
の
視
察
研
修
会
で
皆
さ
ん
バ
ス
の
中
で

楽
し
く
会
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

有
）ミ
ル
ン
牧
場
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、コ
ク
が
深
く
、牛

乳
そ
の
ま
ま
の
味
が
生
か
さ
れ
、と
て
も
お
い
し
と
高
評
価
で
し

た
。次
に
向
か
っ
た
の
は
、佐
世
保
食
肉
卸
市
場
・
屠
畜
場
に
い
き
、

市
場
内
を
見
学
し
宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、九
十
九
島
遊
覧
船
に
乗
り
、美
し
い
海
や
島
を
眺

め
心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
り
、明
日
か
ら
ま
た
仕
事
に
精
を
出

し
、来
年
も
参
加
出
来
る
よ
う
に
健
康
に
気
を
付
け
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
三
月
七
日
、大
分
県
日
田
市
の
ア
イ
・
ア
イ
・
デ
ィ
牧

場
に
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。二
〇
〇
頭
以
上
の
牛
を
経
産
牛

は
A
群
・
B
群
・
C
群
と
分
け
、さ
ら
に
育
成
牛
・
子
牛
と
分
け
て
管

理
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
牧
場
で
も
大
変
な
の
が
堆
肥
処
理
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、人
工
授
精
師
さ
ん
達
が
立
ち
上
げ
て
作
ら
れ
た
、堆
肥

処
理
作
業
を
請
け
負
う
組
織
が
あ
る
そ
う
で
す
。牧
場
の
方
も

〝
助
か
っ
て
い
ま
す
〞と
言
っ
て
あ
り
ま
し
た
。私
の
所
で
は
、イ
タ

リ
ア
ン
を
刈
り
取
ら
な
い
と
堆
肥
を
散
布
す
る
場
所
が
な
い
の
で

羨
ま
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
六
次
産
業
化
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
牛

の
生
乳
で
作
ら
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
受
注
販
売
さ
れ
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
頂
い
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
、皆
で
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

デラバル　
クローバーライナー

視
察
研
修
に
行
っ
て

飯
塚
支
所
女
性
部
で
す
！

久
留
米
支
所
青
年
部
で
す
！

福
岡
支
所
糸
島
女
性
部
で
す
！

朝
倉
酪
農
女
性
部
部
長
　
森 

磨
由
美
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今
年
の
福
岡
は
梅
雨
入
り
が
遅
い
よ
う
で
す
。

人
工
授
精
で
巡
回
し
て
い
て
も
、牛
舎
内
温
度
が

三
十
二
度
を
超
え
て
い
た
り
、呼
吸
数
が
六
十
回

/
分
を
超
え
て
い
た
り
と
早
く
も
暑
熱
ス
ト
レ
ス

が
牛
を
襲
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

　
前
回
の
専
任
指
導
員
日
記
で
は
種
雄
牛
や
雌

牛
の
ゲ
ノ
ム
に
関
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。管
内
で
も
、少
し
ず
つ
で
す
が
雌
牛
ゲ
ノ
ム
を

実
際
に
検
査
し
た
り
、ゲ
ノ
ム
に
興
味
を
持
つ
方

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
指
標
と
な

る
N
T
P
や
T
P
I
に
関
し
て
少
し
詳
し
く
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
N
T
P
と
は
N
i
p
p
o
n 

T
o
t
a
l
　

P
r
o
f
i
t 

i
n
d
e
x
の
略
で
日
本
の
総

合
指
数
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。泌
乳
能
力
、体
型
、

生
涯
生
産
性
を
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。そ
の
重

み
づ
け
の
比
率
は
産
乳
成
分（
乳
脂
量
、乳
蛋
白

量
）が
七
〇
%
、耐
久
性
成
分（
肢
蹄
、乳
器
）が
一

八
%
、疾
病
繁
殖
成
分（
体
細
胞
ス
コ
ア
、泌
乳
持

続
性
、空
胎
日
数
）が
一
二
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
T
P
I
と
は
T
y
p
e
　
P
r
o
d
u
c-

t
i
o
n 

I
n
d
e
x
の
略
で
ア
メ
リ
カ
の
体

型
、産
乳
能
力
指
数
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。そ
の
比

率
は
能
力（
乳
蛋
白
量
、乳
脂
量
、飼
料
効
果
）が
四

六
%
、体
型（
体
型
、乳
用
性
、乳
器
、肢
蹄
）が
二
六

%
、健
康
形
質（
生
産
寿
命
、娘
牛
生
存
能
力
、体

細
胞
数
、受
胎
指
数
、娘
牛
分
娩
難
易
度
、娘
牛
死

産
率
）が
二
八
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。N
T
P
、

T
P
I
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
み
づ
け
は
こ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す（
表
1
）。

　
こ
の
比
率
か
ら
N
T
P
の
場
合
、乳
量（
乳
脂

量
、乳
蛋
白
量
）を
重
視
し
て
い
る
た
め
、乳
量
が

高
い
牛
が
N
T
P
の
数
値
が
高
く
な
り
や
す
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。T
P
I
の
場
合
、健
康
形
質
も

重
視
し
て
い
る
の
で
、乳
量
だ
け
で
は
な
く
、飼
料

効
果
、繁
殖
性
も
高
く
な
い
と
数
値
が
高
く
な
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
あ
る
方
か
ら
「
N
T
P
と
T
P
I
は
比
較
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
る
な
ら
、
「
A
と
い

う
牛
が
N
T
P
2
5
0
0
、
B
と
い
う
牛
が

T
P
I
2
3
0
0
だ
っ
た
と
し
て
、
ど
っ
ち
の

ほ
う
が
良
い
牛
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
質
問
で

す
。
皆
さ
ん
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
・・・・
。

　
答
え
は「
比
較
で
き
な
い
」「
Ａ
と
Ｂ
ど
ち
ら
が

良
い
と
は
言
え
な
い
」で
す
。一
見
N
T
P
が

2
5
0
0
も
あ
る
A
の
ほ
う
が
優
秀
に
見
え
て
し

ま
い
ま
す
が
、図
1
に
示
し
て
あ
る
通
り
、そ
も
そ

も
N
T
P
と
T
P
I
で
は
重
視
し
て
い
る
項
目

が
全
く
違
い
ま
す
。ま
た
、数
値
だ
け
で
み
る
と
、

N
T
P
の
日
本
国
内
最
高
が
4
4
8
8（
ち
な
み

専任指導員（福岡支所駐在） 髙野　敏弘

に
種
雄
牛
は
キ
ン
グ
ボ

ー
イ
）で
T
P
I
の
ア
メ

リ

カ

内

最

高

が

3
0
2
5
で
す
。ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
0
の
基
準
が

違
う
の
で
、N
T
P
と

T
P
I
の
数
値
は
単
純

に
比
較
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
遺
伝
率
を
見
て

み
ま
し
ょ
う（
表
2
）。

　
乳
量
、乳
脂
量
に
比

べ
繁
殖
性
の
遺
伝
率
は

低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
は
粗
飼
料
基
盤

や
、飼
養
管
理
法
、気
候

が
全
く
異
な
り
ま
す
。

娘
牛
妊
娠
率（
D
P
R
）な
ど
繁
殖
に
関
す
る
項

目
は
遺
伝
率
が
低
い
こ
と
、ア
メ
リ
カ
で
の
デ
ー

タ
と
い
う
2
点
に
注
意
し
、参
考
程
度
に
利
用
す

る
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
各
農
場
に
よ
っ
て
改
良
方
針
は
全
く
異
な
る
と

思
い
ま
す
。N
T
P
、T
P
I
、ま
た
ど
の
形
質
を

重
視
す
る
か
は
上
記
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
ブ
ル
ブ
ッ

ク
や
受
精
卵
リ
ス
ト
を
見
る
と
今
よ
り
も
っ
と
興

味
深
く
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。受
胎

さ
せ
た
い
精
液
や
受
精
卵
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
近
く

の
授
精
師
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。受
胎
さ
せ

る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

専任指導員日記

今
さ
ら
聞
け
な
い
N
T
P
と
T
P
I
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久留米地区乳牛診療人工授精所  中江　徳洋

診療所日記

　
乳
牛
の
生
産
適
温
域
は
五
〜
二
〇
℃
と
い
わ

れ
て
お
り
、最
も
快
適
な
温
度
は
一
三
〜
一
八
℃

と
さ
れ
て
い
ま
す
。気
温
が
二
二
℃
を
超
え
る
と

暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
始
め
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
の
は
気

温
だ
け
で
は
な
く
、湿
度
も
影
響
し
ま
す
。こ
れ

ら
二
つ
を
総
合
し
て
評
価
す
る
方
法
と
し
て
温

湿
度
指
数（
T
H
I
）が
活
用
さ
れ
ま
す
。T
H
I

は
表
の
式
で
算
出
さ
れ
、こ
の
値
が
七
二
を
超
え

る
と
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
統
計
開
始
以
降
最
も
遅
い
梅
雨
入
り
に
な
る

こ
と
に
な
っ
た
福
岡
県
で
す
が
、梅
雨
入
り
前
か

ら
真
夏
日
を
記
録
す
る
な
ど
暑
さ
の
厳
し
い
季

節
が
迫
っ
て
い
ま
す
。乳
牛
は
暑
さ
に
対
し
て
非

常
に
弱
い
動
物
で
す
、暑
熱
対
策
に
つ
い
て
再
確

認
し
て
み
ま
す
。

　
繋
ぎ
牛
舎
で
は
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は
直
射
日

光
に
さ
ら
さ
れ
る
牛
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、窓
に
日
除
け
や
ひ
さ
し
を
設

置
し
た
り
、す
だ
れ
の
設
置
、つ
る
性
植
物
の
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
植
樹
に
よ
り
日
光
の

直
射
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
牛
舎
の
屋
根
は
直
射
日
光
に
よ
っ
て
熱
せ
ら

れ
、暑
熱
期
の
表
面
温
度
は
六
〇
℃
近
く
に
達
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。対
策
と
し
て
、屋
根
へ
散

水
は
、水
そ
の
も
の
温
度
に
よ
る
冷
却
に
加
え

て
、水
が
蒸
発
す
る
と
き
に
周
り
の
熱
を
奪
う
こ

と
に
よ
っ
て
も
表
面
温
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。ま
た
組
合
に
お
い
て
も
暑
熱
対
策
と
し

て
遮
熱
塗
料
の
屋
根
塗
装
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
の
で
、是
非
ご
検
討
下
さ
い
。

　
乳
牛
か
ら
一
時
間
に
発
せ
ら
れ
る
熱
量
は
、ヘ

ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
一
時
間
使
う
の
と
同
じ
く
ら
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。高
泌
乳
牛
で
は
さ
ら
に
多

い
熱
量
が
放
散
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
熱
を
牛
舎
外
に
放
出
す
る
た
め
に
換
気
が

必
要
に
な
り
ま
す
。効
率
の
良
い
換
気
方
法
と
し

て
ト
ン
ネ
ル
換
気
が
あ
り
ま
す
。風
速
一
〜
一
.五

m
/
s
の
風
で
空
気
を
入
れ
換
え
る
こ
と
に
よ

り
牛
舎
内
の
温
度
だ
け
で
な
く
湿
度
も
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
扇
風
機
は
、換
気
を
助
け
る
と
と
も
に
、乳
牛

の
体
表
面
に
直
接
風
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て

熱
の
放
散
を
助
け
ま
す
。首
か
ら
肩
付
近
に
風
が

良
く
当
た
る
よ
う
に
設
置
す
る
と
よ
り
有
効
で

す
。細
霧
噴
霧
は
牛
舎
内
の
熱
と
体
の
熱
と
を
奪

う
二
つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、毛
刈
り
を

す
る
こ
と
も
熱
放
散
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
一
般
に
気
温
が
高
く
な
る
と
飲
水
量
は
増
加

し
ま
す
。体
外
に
排
出
す
る
水
の
量
以
上
に
飲
水

量
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。乳
量
四
〇

k
g
/
日
の
乳
牛
の
場
合
そ
の
約
八
七
％
が
水

分
な
の
で
水
と
し
て
約
三
五
ℓ
、そ
の
他
に
尿
と

し
て
約
二
〇
ℓ
、糞
と
し
て
約
四
〇
ℓ
、呼
吸
か

ら
約
二
〇
ℓ
、合
計
す
る
と
一
日
に
約
一
一
五
ℓ

の
水
を
体
外
に
排
出
し
て
い
ま
す
。乳
牛
は
給
餌

後
に
採
食
を
始
め
し
ば
ら
く
し
て
一
斉
に
水
を

飲
み
ま
す
。こ
の
と
き
の
飲
水
量
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
、吐
水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
い
く
つ
か
の
暑
熱
対
策
を
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
が
、換
気
に
お
け
る
実
際
の
風
速
、風
の
向

き
、ま
た
、実
際
の
吐
水
量
な
ど
確
認
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、少
し
で
も
快
適
な

生
乳
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

表２

表１

暑
熱
対
策
に
つ
い
て

2
．放
射
熱
の
軽
減

3
．牛
舎
内
の
温
度・湿
度
の
低
減

4
．飲
水
量
の
確
保

1
．直
射
日
光
の
遮
断
、軽
減

病気が多発する
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今
年
の
福
岡
は
梅
雨
入
り
が
遅
い
よ
う
で
す
。

人
工
授
精
で
巡
回
し
て
い
て
も
、牛
舎
内
温
度
が

三
十
二
度
を
超
え
て
い
た
り
、呼
吸
数
が
六
十
回

/
分
を
超
え
て
い
た
り
と
早
く
も
暑
熱
ス
ト
レ
ス

が
牛
を
襲
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

　
前
回
の
専
任
指
導
員
日
記
で
は
種
雄
牛
や
雌

牛
の
ゲ
ノ
ム
に
関
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。管
内
で
も
、少
し
ず
つ
で
す
が
雌
牛
ゲ
ノ
ム
を

実
際
に
検
査
し
た
り
、ゲ
ノ
ム
に
興
味
を
持
つ
方

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
指
標
と
な

る
N
T
P
や
T
P
I
に
関
し
て
少
し
詳
し
く
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
N
T
P
と
は
N
i
p
p
o
n 

T
o
t
a
l
　

P
r
o
f
i
t 

i
n
d
e
x
の
略
で
日
本
の
総

合
指
数
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。泌
乳
能
力
、体
型
、

生
涯
生
産
性
を
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。そ
の
重

み
づ
け
の
比
率
は
産
乳
成
分（
乳
脂
量
、乳
蛋
白

量
）が
七
〇
%
、耐
久
性
成
分（
肢
蹄
、乳
器
）が
一

八
%
、疾
病
繁
殖
成
分（
体
細
胞
ス
コ
ア
、泌
乳
持

続
性
、空
胎
日
数
）が
一
二
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
T
P
I
と
は
T
y
p
e
　
P
r
o
d
u
c-

t
i
o
n 

I
n
d
e
x
の
略
で
ア
メ
リ
カ
の
体

型
、産
乳
能
力
指
数
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。そ
の
比

率
は
能
力（
乳
蛋
白
量
、乳
脂
量
、飼
料
効
果
）が
四

六
%
、体
型（
体
型
、乳
用
性
、乳
器
、肢
蹄
）が
二
六

%
、健
康
形
質（
生
産
寿
命
、娘
牛
生
存
能
力
、体

細
胞
数
、受
胎
指
数
、娘
牛
分
娩
難
易
度
、娘
牛
死

産
率
）が
二
八
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。N
T
P
、

T
P
I
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
み
づ
け
は
こ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す（
表
1
）。

　
こ
の
比
率
か
ら
N
T
P
の
場
合
、乳
量（
乳
脂

量
、乳
蛋
白
量
）を
重
視
し
て
い
る
た
め
、乳
量
が

高
い
牛
が
N
T
P
の
数
値
が
高
く
な
り
や
す
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。T
P
I
の
場
合
、健
康
形
質
も

重
視
し
て
い
る
の
で
、乳
量
だ
け
で
は
な
く
、飼
料

効
果
、繁
殖
性
も
高
く
な
い
と
数
値
が
高
く
な
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
あ
る
方
か
ら
「
N
T
P
と
T
P
I
は
比
較
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
る
な
ら
、
「
A
と
い

う
牛
が
N
T
P
2
5
0
0
、
B
と
い
う
牛
が

T
P
I
2
3
0
0
だ
っ
た
と
し
て
、
ど
っ
ち
の

ほ
う
が
良
い
牛
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
質
問
で

す
。
皆
さ
ん
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
・・・・
。

　
答
え
は「
比
較
で
き
な
い
」「
Ａ
と
Ｂ
ど
ち
ら
が

良
い
と
は
言
え
な
い
」で
す
。一
見
N
T
P
が

2
5
0
0
も
あ
る
A
の
ほ
う
が
優
秀
に
見
え
て
し

ま
い
ま
す
が
、図
1
に
示
し
て
あ
る
通
り
、そ
も
そ

も
N
T
P
と
T
P
I
で
は
重
視
し
て
い
る
項
目

が
全
く
違
い
ま
す
。ま
た
、数
値
だ
け
で
み
る
と
、

N
T
P
の
日
本
国
内
最
高
が
4
4
8
8（
ち
な
み

専任指導員（福岡支所駐在） 髙野　敏弘

に
種
雄
牛
は
キ
ン
グ
ボ

ー
イ
）で
T
P
I
の
ア
メ

リ

カ

内

最

高

が

3
0
2
5
で
す
。ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
0
の
基
準
が

違
う
の
で
、N
T
P
と

T
P
I
の
数
値
は
単
純

に
比
較
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
遺
伝
率
を
見
て

み
ま
し
ょ
う（
表
2
）。

　
乳
量
、乳
脂
量
に
比

べ
繁
殖
性
の
遺
伝
率
は

低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
は
粗
飼
料
基
盤

や
、飼
養
管
理
法
、気
候

が
全
く
異
な
り
ま
す
。

娘
牛
妊
娠
率（
D
P
R
）な
ど
繁
殖
に
関
す
る
項

目
は
遺
伝
率
が
低
い
こ
と
、ア
メ
リ
カ
で
の
デ
ー

タ
と
い
う
2
点
に
注
意
し
、参
考
程
度
に
利
用
す

る
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
各
農
場
に
よ
っ
て
改
良
方
針
は
全
く
異
な
る
と

思
い
ま
す
。N
T
P
、T
P
I
、ま
た
ど
の
形
質
を

重
視
す
る
か
は
上
記
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
ブ
ル
ブ
ッ

ク
や
受
精
卵
リ
ス
ト
を
見
る
と
今
よ
り
も
っ
と
興

味
深
く
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。受
胎

さ
せ
た
い
精
液
や
受
精
卵
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
近
く

の
授
精
師
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。受
胎
さ
せ

る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

専任指導員日記

今
さ
ら
聞
け
な
い
N
T
P
と
T
P
I
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乳
牛
の
生
産
適
温
域
は
五
〜
二
〇
℃
と
い
わ

れ
て
お
り
、最
も
快
適
な
温
度
は
一
三
〜
一
八
℃

と
さ
れ
て
い
ま
す
。気
温
が
二
二
℃
を
超
え
る
と

暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
始
め
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
の
は
気

温
だ
け
で
は
な
く
、湿
度
も
影
響
し
ま
す
。こ
れ

ら
二
つ
を
総
合
し
て
評
価
す
る
方
法
と
し
て
温

湿
度
指
数（
T
H
I
）が
活
用
さ
れ
ま
す
。T
H
I

は
表
の
式
で
算
出
さ
れ
、こ
の
値
が
七
二
を
超
え

る
と
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
統
計
開
始
以
降
最
も
遅
い
梅
雨
入
り
に
な
る

こ
と
に
な
っ
た
福
岡
県
で
す
が
、梅
雨
入
り
前
か

ら
真
夏
日
を
記
録
す
る
な
ど
暑
さ
の
厳
し
い
季

節
が
迫
っ
て
い
ま
す
。乳
牛
は
暑
さ
に
対
し
て
非

常
に
弱
い
動
物
で
す
、暑
熱
対
策
に
つ
い
て
再
確

認
し
て
み
ま
す
。

　
繋
ぎ
牛
舎
で
は
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は
直
射
日

光
に
さ
ら
さ
れ
る
牛
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、窓
に
日
除
け
や
ひ
さ
し
を
設

置
し
た
り
、す
だ
れ
の
設
置
、つ
る
性
植
物
の
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
植
樹
に
よ
り
日
光
の

直
射
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
牛
舎
の
屋
根
は
直
射
日
光
に
よ
っ
て
熱
せ
ら

れ
、暑
熱
期
の
表
面
温
度
は
六
〇
℃
近
く
に
達
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。対
策
と
し
て
、屋
根
へ
散

水
は
、水
そ
の
も
の
温
度
に
よ
る
冷
却
に
加
え

て
、水
が
蒸
発
す
る
と
き
に
周
り
の
熱
を
奪
う
こ

と
に
よ
っ
て
も
表
面
温
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。ま
た
組
合
に
お
い
て
も
暑
熱
対
策
と
し

て
遮
熱
塗
料
の
屋
根
塗
装
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
の
で
、是
非
ご
検
討
下
さ
い
。

　
乳
牛
か
ら
一
時
間
に
発
せ
ら
れ
る
熱
量
は
、ヘ

ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
一
時
間
使
う
の
と
同
じ
く
ら
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。高
泌
乳
牛
で
は
さ
ら
に
多

い
熱
量
が
放
散
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
熱
を
牛
舎
外
に
放
出
す
る
た
め
に
換
気
が

必
要
に
な
り
ま
す
。効
率
の
良
い
換
気
方
法
と
し

て
ト
ン
ネ
ル
換
気
が
あ
り
ま
す
。風
速
一
〜
一
.五

m
/
s
の
風
で
空
気
を
入
れ
換
え
る
こ
と
に
よ

り
牛
舎
内
の
温
度
だ
け
で
な
く
湿
度
も
低
下
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
扇
風
機
は
、換
気
を
助
け
る
と
と
も
に
、乳
牛

の
体
表
面
に
直
接
風
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て

熱
の
放
散
を
助
け
ま
す
。首
か
ら
肩
付
近
に
風
が

良
く
当
た
る
よ
う
に
設
置
す
る
と
よ
り
有
効
で

す
。細
霧
噴
霧
は
牛
舎
内
の
熱
と
体
の
熱
と
を
奪

う
二
つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、毛
刈
り
を

す
る
こ
と
も
熱
放
散
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
一
般
に
気
温
が
高
く
な
る
と
飲
水
量
は
増
加

し
ま
す
。体
外
に
排
出
す
る
水
の
量
以
上
に
飲
水

量
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。乳
量
四
〇

k
g
/
日
の
乳
牛
の
場
合
そ
の
約
八
七
％
が
水

分
な
の
で
水
と
し
て
約
三
五
ℓ
、そ
の
他
に
尿
と

し
て
約
二
〇
ℓ
、糞
と
し
て
約
四
〇
ℓ
、呼
吸
か

ら
約
二
〇
ℓ
、合
計
す
る
と
一
日
に
約
一
一
五
ℓ

の
水
を
体
外
に
排
出
し
て
い
ま
す
。乳
牛
は
給
餌

後
に
採
食
を
始
め
し
ば
ら
く
し
て
一
斉
に
水
を

飲
み
ま
す
。こ
の
と
き
の
飲
水
量
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
、吐
水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
い
く
つ
か
の
暑
熱
対
策
を
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
が
、換
気
に
お
け
る
実
際
の
風
速
、風
の
向

き
、ま
た
、実
際
の
吐
水
量
な
ど
確
認
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、少
し
で
も
快
適
な

生
乳
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

表２

表１

暑
熱
対
策
に
つ
い
て

2
．放
射
熱
の
軽
減

3
．牛
舎
内
の
温
度・湿
度
の
低
減

4
．飲
水
量
の
確
保

1
．直
射
日
光
の
遮
断
、軽
減

病気が多発する
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